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造
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·６
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売
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·５
％
、「
サ
ー
ビ
ス
業
」８
·２
％
、

「
運
送
業
」29
·２
％
、「
そ
の
他
」４
·３
％

と
な
っ
た
。（
図
１
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回
答
事
業
所
を
荷
主
・
物
流
業
者
・
荷

受
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
に
み
る
と
、「
荷
主
」

が
36
·３
％
、「
物
流
業
者
」28
·８
％
、「
荷

受
」34
·９
％
と
な
っ
た
。

　
「
大
き
く
影
響
が
出
て
い
る
」と
回
答
し

た
事
業
所
が
７
·１
％
、「
影
響
が
出
て
い

る
」と
回
答
し
た
事
業
所
は
41
·６
％
と
な

り
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５
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が
影
響
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と
回
答
し
た
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「
今
後
影
響
が
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こ
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が
予
想
さ
れ
る
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と
回
答
し
た
事
業
所
は
21
·０
％
、「
影
響

は
出
て
い
な
い
」の
回
答
は
22
·１
％
と
な

り
、４
割
以
上
は
調
査
時
点
で
影
響
が
出

て
い
な
い
と
回
答
し
た
。（
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事

業
所
が
77
·０
％
と
最
も
多
く
、次
い
で
、

「
売
上（
利
益
）の
減
少
」29
·６
％
、「
人
手

不
足
」が
27
·０
％
、「
人
件
費
の
増
加
」が

26
·０
％
と
な
っ
た
。（
図
４
）

　

カ
テ
ゴ
リ
ー
別
に
見
る
と
、荷
主
に
お

い
て
は「
物
流
コ
ス
ト
の
上
昇
」と
回
答
し

た
事
業
所
が
89
·７
％
と
最
も
多
く
、次
い

で
、「
売
上（
利
益
）の
減
少
」25
·６
％
、「
納

品
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
延
伸
」が
24
·４
％
と

な
っ
た
。物
流
業
者
に
お
い
て
は「
物
流

コ
ス
ト
の
上
昇
」と
回
答
し
た
事
業
所
が

64
·６
％
と
最
も
多
く
、次
い
で
、「
人
手
不

足
」52
·３
％
、「
人
件
費
の
増
加
」が
49
·２

％
と
な
っ
た
。荷
受
に
お
い
て
は「
物
流

コ
ス
ト
の
上
昇
」と
回
答
し
た
事
業
所
が

73
·６
％
と
最
も
多
く
、次
い
で
、「
納
品
リ

ー
ド
タ
イ
ム
の
延
伸
」が
35
·８
％
、「
売
上

（
利
益
）の
減
少
」が
18
·９
％
と
な
っ
た
。

（
図
５
）

　
「
対
策
は
し
て
い
な
い
」と
回
答
し
た
事

業
所
が
49
·５
％
と
最
も
多
く
、次
い
で
、

「
対
策
を
し
て
い
る
」26
·３
％
、「
検
討
し

て
い
る
」が
24
·２
％
と
な
っ
た
。（
図
６
）

　

具
体
的
な
対
策
・
検
討
内
容
に
つ
い
て

は
、「
運
送
費
の
値
上
げ
」と
回
答
し
た
事

業
所
が
53
·５
％
と
最
も
多
く
、次
い
で
、

「
荷
待
ち
・
荷
役
時
間
の
把
握
・
削
減
」37
·

３
％
、「
物
流
業
者
と
取
引
先
双
方
で
の
連

携
強
化
」が
28
·２
％
と
な
っ
た
。（
図
７
）

　
「
高
速
道
路
料
金
等
の
見
直
し
」と
回
答

し
た
事
業
所
が
39
·１
％
と
最
も
多
く
、次

い
で
、「
人
材
育
成
・
確
保
支
援
」36
·３
％
、

「
金
融
支
援
」28
·８
％
、「
物
流
業
務
の
Ｄ

Ｘ
化
支
援
」「
必
要
な
施
設
、設
備
等
へ
の

支
援
」20
·３
％
と
な
っ
た
。（
図
８
）

　
「
運
送
業
者
の
選
択
肢
が
あ
ま
り
な
い

た
め
、値
上
げ
を
の
ま
ざ
る
を
え
な
い
が
、

価
格
転
嫁
は
難
し
い
の
で
厳
し
い
。も
う

少
し
地
方
の
事
も
考
え
た
施
策
を
。」「
持

続
可
能
な
物
流
環
境
の
要
素
と
し
て
、事

業
者
の
維
持
コ
ス
ト
の
高
騰
を
防
ぐ
こ
と

が
必
要
。」「
大
き
な
問
題
な
の
で
、対
策
は

で
き
て
も
解
決
は
遠
い
問
題
。せ
め
て
、ガ

ソ
リ
ン
代
だ
け
で
も
下
が
れ
ば
光
明
も
見

え
て
く
る
。」「
配
送
委
託
の
コ
ス
ト
が
上

が
っ
て
お
り
経
営
を
圧
迫
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て
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下
４
０
０
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象
に
調
査
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た
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数
は
２
８
１
事
業
所
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答
率
は
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·２
％
で

あ
っ
た
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査
結
果
の
概
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次
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お
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約
５
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懸
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２
割
強
と
そ
の
影
響
を
懸
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対
策
は
し
て
い
な
い
」と
回
答
し
た
事

業
所
が
49
·５
％
と
最
も
多
く
、次
い
で
、

「
対
策
を
し
て
い
る
」26
·３
％
、「
検
討
し

て
い
る
」が
24
·２
％
と
な
っ
た
。（
図
６
）

　

具
体
的
な
対
策
・
検
討
内
容
に
つ
い
て

は
、「
運
送
費
の
値
上
げ
」と
回
答
し
た
事

業
所
が
53
·５
％
と
最
も
多
く
、次
い
で
、

「
荷
待
ち
・
荷
役
時
間
の
把
握
・
削
減
」37
·

３
％
、「
物
流
業
者
と
取
引
先
双
方
で
の
連

携
強
化
」が
28
·２
％
と
な
っ
た
。（
図
７
）

　
「
高
速
道
路
料
金
等
の
見
直
し
」と
回
答

し
た
事
業
所
が
39
·１
％
と
最
も
多
く
、次

い
で
、「
人
材
育
成
・
確
保
支
援
」36
·３
％
、

「
金
融
支
援
」28
·８
％
、「
物
流
業
務
の
Ｄ

Ｘ
化
支
援
」「
必
要
な
施
設
、設
備
等
へ
の

支
援
」20
·３
％
と
な
っ
た
。（
図
８
）

　
「
運
送
業
者
の
選
択
肢
が
あ
ま
り
な
い

た
め
、値
上
げ
を
の
ま
ざ
る
を
え
な
い
が
、

価
格
転
嫁
は
難
し
い
の
で
厳
し
い
。も
う

少
し
地
方
の
事
も
考
え
た
施
策
を
。」「
持

続
可
能
な
物
流
環
境
の
要
素
と
し
て
、事

業
者
の
維
持
コ
ス
ト
の
高
騰
を
防
ぐ
こ
と

が
必
要
。」「
大
き
な
問
題
な
の
で
、対
策
は

で
き
て
も
解
決
は
遠
い
問
題
。せ
め
て
、ガ

ソ
リ
ン
代
だ
け
で
も
下
が
れ
ば
光
明
も
見

え
て
く
る
。」「
配
送
委
託
の
コ
ス
ト
が
上

が
っ
て
お
り
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
。」な

ど
の
意
見
・
要
望
が
あ
っ
た
。
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本
会
は
、
８
月
19
日
、
鳥
取
市

「
鳥
取
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

会
館
」
及
び
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と

し
て
米
子
市
「
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
米
子
」に
お
い
て
、「
い

ま
さ
ら
聞
け
な
い（
ビ
ジ
ネ
ス
に
使

え
る
）Ｓ
Ｎ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
テ
ー

マ
に
、
株
式
会
社
Ｗ
ｅ
ｂ
も
り
・
代

表
・
大
森
誠
氏
を
講
師
に
迎
え
、Ｓ

Ｎ
Ｓ
活
用
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

　

近
年
普
及
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
の
魅
力
を
低
コ
ス
ト

か
つ
効
果
的
に
発
信
で
き
る
ツ
ー

ル
で
あ
り
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
か
し
た
ブ

ラ
ン
ド
力
の
向
上
や
販
路
拡
大
を

図
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
の
基
本
と
実
践

の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
た
め
、会
員
企

業
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ

ａ
ｍ
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

な
ど
主
要
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
特
徴
や
利
用

者
層
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た

ほ
か
、
企
業
が
「
売
ら
ず
に
売
る
」

姿
勢
で
情
報
発
信
を
続
け
る
重
要

性
に
つ
い
て
示
唆
を
受
け
た
。ま
た
、

バ
ズ
る
仕
組
み
や
相
手
目
線
で
の

発
信
、
自
分
ら
し
さ
の
表
現
と
い

っ
た
運
用
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
の

説
明
の
ほ
か
、
採
用
活
動
に
向
け

た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
や
広
告
の
メ
リ
ッ

ト
、
リ
ス
ク
、
通
販
サ
イ
ト
や
医
療

機
関
で
の
成
功
事
例
に
つ
い
て
紹

介
さ
れ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
基

礎
を
し
っ
か
り
学
べ
た
」、「
自
社
で

も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
み
た
い
」

と
の
声
が
聞
か
れ
、
非
常
に
有
意

義
な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
た
。

　
　
　

      

（
企
画
振
興
部　

安
陪
）

　

本
会
は
、
９
月
４
日
鳥
取
市

「
鳥
取
県
中
小
企
業
団
体
中
央

会
会
館
」、
12
日
米
子
市
「
Ａ
Ｎ

Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
米

子
」
に
お
い
て
、
鳥
取
会
場
に

株
式
会
社
Ｗ
ｅ
ｂ
も
り
・
代
表
・

大
森
誠
氏
、米
子
会
場
に
ｎ
ａ
ｎ

ｏ
．ｌ
ａ
ｂ
・
代
表
・
家
納
佳
奈

氏
を
招
き
、 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、Ｉ
ｎ

ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

特
徴
や
役
割
の
違
い
を
整
理
し

た
ほ
か
、
両
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
有
効
な

活
用
方
法
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、

実
践
と
し
て
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ

ｍ
の
投
稿
の
流
れ
や
ハ
ッ
シ
ュ

タ
グ
の
選
び
方
、
動
画
作
成
の

工
夫
な
ど
を
体
験
。
さ
ら
に
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
開

設
や
挨
拶
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
設
定
、

リ
ッ
チ
メ
ニ
ュ
ー
の
作
成
、
効

果
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
配
信
方
法

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
な
ど
、

参
加
者
は
実
際
の
操
作
を
通
じ

自
社
の
発
信
に
活
用
で
き
る
ノ

ウ
ハ
ウ
を
習
得
し
た
。

　

後
半
は
参
加
企
業
ご
と
に
専

門
家
と
の
個
別
相
談
を
実
施
し
、

業
種
ご
と
の
課
題
に
応
じ
た
具

体
的
な
提
案
が
行
わ
れ
、
各
社

に
と
っ
て
実
践
的
か
つ
有
意
義

な
時
間
と
な
っ
た
。

　
　

  

（
企
画
振
興
部　

安
陪
）

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
基
礎
と

　
　
　
活
用
の
重
要
性
を
学
ぶ

〜
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
支
援
セ
ミ
ナ
ー
開
催
〜

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
市
場
を
切
り
拓
く

〜
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
〜

セミナーの様子

ワークショップの様子

県内事業者の
経営力向上に向けた 価格適正化と賃上げ相談窓口を開設！

相談受付 ●受付期間 令和７年３月３日（月）～令和８年２月２７日（金）
●受付機関 鳥取県中小企業団体中央会
 ※本事業は鳥取県からの受託事業として実施します。
●受 付 先 電　話　0857-26-6671
 メール　honbu@chuokai-tottori.or.jp
 ※電話による受付は、平日の午前９時～午後５時です。（メールは随時）

相談
無料

　物価高騰や人件費高騰などによる厳しい経営環境でも、価格適正化や賃上げを実現するため、価格転嫁や
生産性向上、業務改善等の具体的な方法を企業経営の専門家に相談できる窓口を開設します。
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「
ま
ず
は
生
成
Ａ
Ｉ
に
触
れ
て
み
ま

し
ょ
う
」
と
お
伝
え
し
た
前
回
、
皆

さ
ん
は
試
し
て
み
ら
れ
ま
し
た
か
？

最
初
は
少
し
怖
い
と
感
じ
て
も
、
い

ざ
使
っ
て
み
る
と
「
思
っ
た
よ
り
簡

単
」
と
驚
か
れ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
人
間
相
手
な
ら「
後
で
」と

言
わ
れ
が
ち
な
相
談
も
、 

Ａ
Ｉ
は
即

レ
ス
、
残
業
代
ゼ
ロ
、
愚
痴
ゼ
ロ
。

最
新
技
術
に
触
れ
る
と
不
思
議
と
抵

抗
感
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
「
生
成
Ａ
Ｉ
の
実
際
の
活

用
」
に
つ
い
て
で
す
。

　

活
用
と
い
え
ば
挨
拶
文
や
メ
ー
ル

返
信
、
ク
レ
ー
ム
対
応
な
ど
の
「
文

章
作
成
」、「
資
料
の
要
約
整
理
」、「
画

像
生
成
」
が
今
の
„
三
種
の
神
器
“
で

す
。
最
近
で
は
複
数
文
章
を
ま
と
め

て
の
音
声
作
成
・
動
画
作
成
、
自
動

問
い
合
わ
せ
対
応
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

成
な
ど
応
用
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｉ
に
「
と
り
あ
え
ず
案
を
」
と
投

げ
る
だ
け
で
候
補
が
次
々
出
る
。
気

に
入
る
ま
で
何
度
も
出
し
直
し
が
可

能
。
普
段
の
負
担
が
軽
く
な
り
、
仕

事
の
本
質
に
集
中
で
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
通
常
の
使
い
方

で
一
つ
の
工
夫
を
お
伝
え
し
ま
す
。

今
回
私
か
ら
提
案
し
た
い
の
が
「
専

門
家
の
召
喚
」
で
す
。
例
え
ば
質
問

文
に
„
法
律
の
専
門
家
と
し
て
教
え

て
“と
付
け
加
え
る
だ
け
で
、Ａ
Ｉ
が

そ
の
分
野
の
知
識
を
ま
と
っ
た
„
仲

間
キ
ャ
ラ
“
に
変
身
し
ま
す
。
法
律

の
他
に
も
、
税
務
、
財
務
会
計
、
労
務
、

顧
客
対
応
、
経
営
計
画
、
デ
ザ
イ
ン

な
ど
な
ど
、
こ
の
世
に
存
在
す
る
○

○
専
門
家
を
呼
び
出
す
こ
と
が
可
能

で
す
。
や
っ
て
み
ら
れ
る
と
分
か
る

の
で
す
が
、
こ
の
専
門
家
、
か
な
り

有
能
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
試
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
最
終
判
断

は
自
分
で
す
が
、
意
思
決
定
直
前
ま

で
伴
走
し
て
く
れ
る
存
在
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

現
実
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
は
、
イ
ン

ボ
イ
ス
対
応
、
改
正
電
子
帳
簿
保
存

法
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
問
題
と
、
次
々
に
危
機
が
出

現
し
て
き
ま
す
。
ま
る
で
水
戸
黄
門

全
国
行
脚
、 

Ｒ
Ｐ
Ｇ
ゲ
ー
ム
の
よ
う

に
思
っ
て
も
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
会

社
の
危
機
が
到
来
し
ま
す
。
こ
の
危

機
に
一
人
で
挑
む
に
は
心
細
い
。
け

れ
ど
水
戸
黄
門
の
助
さ
ん
格
さ
ん
、

ま
た
は
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の
お
助
け
キ
ャ
ラ
と

し
て
Ａ
Ｉ
を
召
喚
す
れ
ば
、
24
時
間

付
き
添
う
仲
間
（
＝
専
門
家
）
を
得

た
よ
う
な
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
お
す
す
め
な
の
が
、
仲
間

（
＝
専
門
家
）の
呼
び
出
し
に
加
え
て
、

 „
こ
の
道
30
年
の
ベ
テ
ラ
ン
“、„
海

千
山
千
“、„
酸
い
も
甘
い
も
噛
み
分

け
た
“
と
魔
法
の
フ
レ
ー
ズ
を
加
え

る
と
、
答
え
の
ト
ー
ン
が
ガ
ラ
リ
と

変
わ
り
ま
す
。
仲
間
が
、
熟
練
剣
士

や
賢
者
の
助
言
の
よ
う
に
響
き
、
真

剣
な
相
談
に
ユ
ー
モ
ア
が
差
し
込
ま

れ
る
の
も
魅
力
で
す
。
例
え
ば
、 „
顧

客
対
応
の
専
門
家
と
し
て
“
と
入
力

す
る
と
教
科
書
的
回
答
を
し
ま
す
が
、 

 „
こ
の
道
40
年
の
旅
館
の
女
将
“と
加

え
る
と
人
情
味
あ
る
助
言
に
変
化
。

 „
海
千
山
千
、酸
い
も
甘
い
も
噛
み
分

け
た
元
支
店
長
“と
指
定
す
る
と„
顧

客
が
怒
っ
て
い
る
と
き
こ
そ
信
頼
回

復
の
チ
ャ
ン
ス
“
と
ま
で
語
り
出
し

ま
す
。
ま
る
で
キ
ャ
ラ
の
衣
装
を
着

せ
替
え
る
よ
う
に
答
え
が
変
わ
り
、

思
わ
ず
ニ
ヤ
リ
と
す
る
場
面
に
も
遭

遇
し
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る

の
は
、 

Ａ
Ｉ
の
価
値
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

今
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
は
、
制
度

改
正
や
社
会
的
要
請
と
課
題
の
「
百

鬼
夜
行
」
で
す
。
突
然
の
イ
ベ
ン
ト

や
強
敵
に
備
え
る
た
め
に
も
、
頼
れ

る
仲
間
を
「
召
喚
」
で
き
る
環
境
は

心
強
い
は
ず
で
す
。 

Ａ
Ｉ
は
魔
法
で

は
な
く
、
今
す
ぐ
手
に
で
き
る
現
実

の
ツ
ー
ル
。
ぜ
ひ
一
度
「
召
喚
」
を

使
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

次
回
は
い
よ
い
よ
最
終
回
。「
生
成

Ａ
Ｉ
支
援
の
中
で
見
え
て
き
た
こ
と
」

を
お
伝
え
し
ま
す
。

Ａ
Ｉ
革
命
時
代
の
ジ
ブ
ン
改
革
の
ス
ス
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

〈
２
回
目
〉

岩
田
中
小
企
業
診
断
士
事
務
所

　
　
　
　
所
長
　
岩
田
広
幸
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創
立
５０
周
年
を
盛
大
に
祝
う

　
鳥
取
県
中
小
企
業
青
年
中
央
会（
会
長
・

德
田
豪
氏
）は
７
月
28
日
、米
子
市「
Ａ
Ｎ

Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
米
子
」に
お

い
て
創
立
50
周
年
記
念
式
典
及
び
祝
賀
会

を
開
催
し
、来
賓
並
び
に
歴
代
会
長
、会

員
１
４
２
名
が
出
席
し
た
。

　
記
念
式
典
で
德
田
会
長
は「
当
会
は
、県

内
の
約
2
0
0
の
企
業
で
構
成
さ
れ
て
い

る
組
織
で
す
。我
々
が
力
を
合
わ
せ
る
こ

と
で
鳥
取
に
活
力
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。青
年
中
央
会
が
一

つ
に
な
り
、鳥
取
を
変
革
で
き
る
よ
う
邁

進
し
て
い
き
ま
す
」と
挨
拶
。本
会
岩
﨑

会
長
よ
り「
青
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
か

ん
な
く
発
揮
し
、『
英
知
・
友
愛
・
団
結
』の

綱
領
の
も
と
更
に
活
躍
し
て
頂
き
た
い
」

と
祝
辞
を
頂
き
、今
期
周
年
事
業
等
へ
の

特
別
助
成
金
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
当
日
は
、歴
代
会
長
、副
会
長
も
出
席

し
、歴
代
会
長
に
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
る

と
と
も
に
、特
別
記
念
公
演
と
し
て
、「
ｃ

ｈ
ａ
ｎ
ｇ  

Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
」の
ジ
ャ
ズ

ラ
イ
ブ
が
披
露
さ
れ
、盛
大
に
創
立
50
周

年
の
節
目
を
祝
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

 （
組
織
支
援
部　
上
根
）

「
商
品
開
発
×
も
の
づ
く
り
」

　
　
　
　
　
　
　

セ
ミ
ナ
ー

　
鳥
取
女
性
中
央
会（
会
長
・
灘
本
陽
子
氏
）は
、９
月

８
日
、鳥
取
市「
鳥
取
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
・
研
修

室
」に
お
い
て
、本
会
連
携
組
織
付
加
価
値
向
上
事
業

を
活
用
し
、セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

　
講
師
に
、中
小
企
業
の
強
み
を
活
か
し
た
商
品
開
発

か
ら
販
売
ま
で
を
ト
ー
タ
ル
支
援
し
て
い
る
㈲
セ
メ
ン

ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
代
表
取
締
役
・
金
谷
勉
氏

を
招
聘
し
、『
こ
れ
か
ら
の「
商
品
開
発
×
も
の
づ
く
り
」

の
魅
力
』を
テ
ー
マ
に
、今
後
の
展
開
、自
社
の
強
み
な

ど
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
分
析
し
解
決
す
る
ヒ
ン
ト
等

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、安
易
に
商
品
開

発
を
行
う
こ
と
の
リ
ス
ク
や
し
っ
か
り
と
分
析
を
繰
り

返
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
、自
社
の
強
み

を
再
確
認
し
デ
ザ
イ
ン
思
考
に
よ
る
新
た
な
価
値
創
造

の
必
要
性
な
ど
多
く
の
示
唆
を
受
け
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
こ
れ
か
ら
の
自
社
の
方
向
性
の
参

考
に
な
っ
た
」、「
身

に
覚
え
の
あ
る
こ
と

が
多
く
ヒ
ン
ト
を
も

ら
っ
た
」と
い
っ
た

声
が
あ
り
、企
業
経

営
に
と
っ
て
大
変
参

考
に
な
る
有
意
義
な

セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
た
。

　

  （
総
務
部　
倉
持
）

　
新
鳥
取
駅
前
地
区
商
店
街
振
興
組
合

（
理
事
長
・
真
嶋
茂
氏
）は
、鳥
取
駅
前

の
ア
ー
ケ
ー
ド
街
・
サ
ン
ロ
ー
ド
商
店

街
に
掲
出
し
て
い
る
フ
ラ
ッ
グ
を
、約

10
年
ぶ
り
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。

　
鳥
取
駅
前
の
再
整
備
計
画
が
進
み
、

人
通
り
の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
な
か
、

経
年
劣
化
し
て
い
た
従
来
の
フ
ラ
ッ
グ

を
刷
新
し
、商
店
街
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
と
賑
わ
い
の
創
出
を
目
的
と
し
て
、

新
た
な
フ
ラ
ッ
グ
を
作
成
し
た
。

　
新
フ
ラ
ッ
グ
は
、神
話
・
因
幡
の
白

兎
を
モ
チ
ー
フ
に
、稲
穂
を
持
っ
た
ウ

サ
ギ
の
イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
鳥
取
駅
前
サ
ン
ロ
ー
ド
よ
う

こ
そ
」と
記
載
し
、観
光
客
に
商
店
街

の
名
前
を
印
象
づ
け
る
仕
様
と
な
っ
て

い
る
。増
加
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
に

も
配
慮
し
、英
語
表
記
版
も
あ
わ
せ
て

制
作
さ
れ
た
。

　
真
嶋
理
事
長
は「
鳥
取
駅
を
出
る
と
、

初
め
に
目
に
入
る
の
が
サ
ン
ロ
ー
ド
で

す
。ぜ
ひ
新
装
さ
れ
た
フ
ラ
ッ
グ
の
下

で
楽
し
い
時
間
を
お
過
ご
し
下
さ
い
」

と
思
い
を
語
っ
た
。   （
総
務
部　
石
川
）

白
兎
デ
ザ
イ
ン
で
お
出
迎
え

　
　

サ
ン
ロ
ー
ド
商
店
街
の
フ
ラ
ッ
グ
を
一新

記念式典の様子

リニューアルされた新フラッグ

セミナーの様子
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令和7年10月1日 全国先進組合事例

本組合事務所が入居する金山町自然教育村会館（旧玉梨小学校）

奥
会
津
か
ね
や
ま
福
業
協
同
組
合

所
在
地　
福
島
県
大
沼
郡
金
山
町
大
字
玉
梨
字

　
　
　
　
　
上
中
井
１
３
８
４
番
地

設　
　
立　
令
和
３
年
４
月

出
資
金　
１
，９
５
０
千
円

主
な
事
業　
農
業
、林
業
、建
設
業
、製
造
業
、

　
　
　
　
　
運
輸
業
、卸
売
業　
他

組
合
員
数　
21
人

■ 

背
景
と
目
的

　
金
山
町
の
人
口
は
約
30
年
前
の
３
，５

１
１
人
に
比
べ
て
半
数
以
下
の
１
，７
４

１
人
（
令
和
６
年
12
月
現
在
）に
ま
で
減

少
し
て
お
り
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

に
加
え
て
年
間
を
通
じ
た
仕
事
が
少
な
い

と
い
う
課
題
に
よ
っ
て
、地
域
産
業
の
担

い
手（
働
き
手
）
の
確
保
が
困
難
な
状
態

で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
べ

く
、
中
央
会
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
団
体

の
支
援
を
受
け
、
県
内
初
の
特
定
地
域
づ

く
り
事
業
協
同
組
合
を
設
立
し
人
口
減
少

へ
の
対
応
や
地
域
産
業
の
担
い
手
不
足
を

解
消
、金
山
町
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

■ 

取
組
み
の
手
法
と
内
容

　
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
制
度

を
活
用
し
て
異
業
種
の
事
業
者
同
士
タ
ッ

グ
を
組
み
、
仕
事
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
年
間
を
通
じ
た
仕
事
を
創
出
し
、
組
合

が
通
年
で
無
期
雇
用
し
た
派
遣
職
員
（
マ

ル
チ
ワ
ー
カ
ー
）
を
派
遣
し
、
安
定
的
な

雇
用
環
境
と
一
定
の
給
与
水
準
を
確
保
し

た
職
場
を
作
り
出
す
こ
と
で
地
域
内
外
の

若
者
等
を
呼
び
込
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

と
と
も
に
、地
域
事
業
者
の
事
業
の
維
持
・

拡
大
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
設
立
当
初
は
週
40
時
間
勤
務
の
フ
ル
タ

イ
ム
の
マ
ル
チ
ワ
ー
カ
ー
を
雇
用
し
、
特

定
地
域
づ
く
り
事
業
と
し
て
労
働
者
派
遣

事
業
の
実
施
を
計
画
し
て
い
た
が
、
雇
用

さ
れ
る
職
員
に
よ
っ
て
は
地
域
内
で
農
業

を
し
た
い
等
、
金
山
町
で
自
己
実
現
し
た

い
と
考
え
て
い
る
方
も
お
り
、
週
20
時
間

勤
務
の
短
時
間
労
働
者
を
雇
用
す
る
な
ど
、

短
時
間
勤
務
に
も
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と

と
し
た
。
ま
た
今
後
は
、
派
遣
効
率
の
向

上
等
に
よ
る
派
遣
従
業
員
の
給
与
や
待
遇

の
向
上
改
善
、
職
員
採
用
に
伴
う
移
住
定

住
時
の
住
ま
い
探
し
を
金
山
町
移
住
支
援

セ
ン
タ
ー
と
連
携
す
る
な
ど
、
従
業
員
の

環
境
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
く
取
組

み
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
地
域
の

活
性
化
に
役
立
て
る
組
合
と
し
て
の
確
立

が
期
待
で
き
る
。

■ 

成
果
と
そ
の
要
因

　
複
数
の
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
で
、様
々

な
業
種
か
ら
自
分
に
合
っ
た
仕
事
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
マ
ル
チ
ワ
ー
ク
と
い

う
働
き
方
と
し
て
、 

Ｕ
タ
ー
ン
・Ｊ
タ
ー

ン
な
ど
に
よ
り
県
内
外
か
ら
の
移
住
者
が

増
加
し
て
い
る
。
ま
た
単
な
る
労
働
者
の

確
保
で
は
な
く
、
地
域
に
馴
染
み
、
人
と

人
と
の
繋
が
り
を
重
視
し
て
い
け
ば
金
山

町
で
の
起
業
や
後
継
者
を
生
み
出
す
機
会

の
創
出
に
も
期
待
で
き
る
。

奥
会
津
か
ね
や
ま
福
業
協
同
組
合（
福
島
県
）

県
内
初
！
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
で
地
域
の
担
い
手
を
確
保

全 国 先
進
組
合
事
例

〜
令
和
６
年
度
資
料
収
集
加
工
事
業
報
告
書
〜

支援機関と連携して組合活動が活性化した事例テーマ

ポイント
　
県
内
に
事
例
が
な
か
っ
た
も
の
の
地

域
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
熱
意
を
持
っ

た
事
業
者
・
事
務
局
そ
の
他
関
係
者
が
一
丸
と

な
る
こ
と
で
、
制
度
を
知
っ
て
か
ら
１
年
以

内
の
組
合
設
立
・
現
在
の
円
滑
な
組
合
運
営
を

可
能
と
し
て
い
る
。
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令和7年10月1日 組合Ｑ＆Ａ中小企業組合士

　全国中央会が毎年作成している、「中小企業組合士」の認定に必要となる中小企業組合検定試験は、『組合会計』、
『組合制度』、『組合運営』の３科目について試験が行われます。
　１０月号では、令和６年度に行われた『組合制度』の試験問題を紹介します。

次のQ１～Ｑ４の文章は、中小企業組合について述べたものである。
文中のＡ・B に入る最も適切な組み合わせを選択肢①～③の中から選びなさい。

1組合１組合士　中小企業組合検定試験へ挑戦

組 合
制 度

　組合員資格を有する者が組合に加入しようとする場合、組合は、（A）がなければ加入
を拒むことができない。また、組合員の新規加入を拒絶する決定は、定款に定めがない
限り、（B）が行う。
　①　A　正当な理由　　　　　B　総会
　②　A　正当な理由　　　　　B　理事会
　③　A　やむを得ない理由　　B　総会
　④　A　やむを得ない理由　　B　理事会

Q1

　組合員名簿には、各組合員の（A）の記載又は記録するとともに、これを（Ｂ）に備え
置かなければならない。
　①　Ａ　事業の種類　　　　　　　　Ｂ　主たる事務所
　②　Ａ　事業の種類　　　　　　　　Ｂ　各事務所
　③　Ａ　出資の払い込みの年月日　　Ｂ　主たる事務所
　④　Ａ　出資の払い込みの年月日　　Ｂ　各事務所

Q2

　定款を変更するためには、総会の（Ａ）を要する。また、定款変更の効力発生には、これ
に加え、（Ｂ）を要する。
　①　Ａ　普通決議　　Ｂ　行政庁への届出
　②　Ａ　普通決議　　Ｂ　行政庁の認可
　③　Ａ　特別決議　　Ｂ　行政庁への届出
　④　Ａ　特別決議　　Ｂ　行政庁の認可

Q3

　監事の任期は（Ａ）年以内において定款で定める期間であり、その職務は（Ｂ）の職務
の執行の監査である。
　①　A　２　　B　代表理事
　②　A　２　　B　理事
　③　A　４　　B　代表理事
　④　A　４　　B　理事

Q4

　組合は、翌事業年度以降の損失の填補に充てるため、定款で定める額に達するまで、
毎事業年度の剰余金の一定割合以上の額を（Ａ）として計上しなければならない。共済
事業を行う組合以外の組合にあっては、この額は剰余金の（Ｂ）以上である。
　①　Ａ　準備金　　　　Ｂ　１０分の１
　②　Ａ　準備金　　　　Ｂ　１０分の２
　③　Ａ　法定繰越金　　Ｂ　１０分の１
　④　Ａ　法定繰越金　　Ｂ　１０分の２

Q5

※解答はP15に掲載しています。
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令和7年10月1日

事業の発展と持続のための事業承継事業の発展と持続のための事業承継
日　時 令和7年10月7日（火）14：00～15：30

東部地区 ： １１月２７日（木）、１１月２８日（金） 西部地区 ： １２月４日（木）、１２月５日（金）
鳥取市吉方温泉3丁目701「鳥取市文化センター」
13：00～17：00（両日）

米子市加茂町2丁目180番地「国際ファミリープラザ」
13：00～17：00（両日）

場　所 会場及びオンライン（ＺＯＯＭ）開催
会場「ホテルモナーク鳥取」鳥取市永楽温泉町403

事業承継ワークショップも後日ご案内します

対　象 後継者にお困りの経営者、引継ぎを受けようとしてる後継者等

内　容 事業承継の成功は経営権をバトンタッチすることではなく、事業を継いだ後継者やM&Aの
買手が事業を継続させ、黒字基調で雇用を維持・増加させることです。事業の発展と持続
のために欠かせない事業計画と人材育成について解説します。

テーマ 「事業の発展と持続のための事業承継
　　　　　　　～事業計画と人材育成～」

講　師 久保公認会計士事務所　代表　久保 道晴 氏
　　　　　　　（公認会計士、税理士、中小企業診断士）

事業承継セミナー

参加
無料

経営改善セミナー経営改善セミナー
日時・場所

セミナー内容

米子会場：令和7年10月29日（水）13：30～15：30
「ANAクラウンプラザホテル米子」　米子市久米町５３－２

鳥取会場：令和7年10月30日（木）13：30～15：30
「ホテルニューオータニ鳥取」　鳥取市今町２丁目１５3

西部地区 ： １2月9日（火）、１2月10日（水）
「米子コンベンションセンター」 鳥取県米子市末広町２９４
東部地区 ： １２月16日（火）、１2月17日（水）
「とりぎん文化会館」 鳥取県鳥取市尚徳町１０１－５

経営改善ワークショップも後日ご案内します

コロナ禍や物価高騰などの影響により、資金繰りの改善が課題となっている中小企業が増えています。こうした状況の
中で、早期に経営改善に取り組み、事業を持続的かつ安定的に継続していただくために、経営改善計画の策定ポイント
や、それを実現するためのビジネスモデル構築について、事例を交えながらご紹介します。

主な内容
【1日目】経営改善計画書の概要と策定のポイントに
ついて紹介し、実際に自社の策定演習を行います。
【2日目】計画に関する具体的な施策内容（アクション
プランの策定演習を行います。また、策定した内容に
ついて個別相談を行います。

【テーマ】 経営改善計画策定のポイントとその実現に向けて
【講　師】 Team経営参謀
 代表　村上 弘基氏
 （（独）中小企業基盤整備機 中国本部 アドバイザー）

【対　象】 組合・中小企業の経営者、経営管理職等

【内　容】

プライベートバンカー
上野 英雄氏
（広島県よろず支援拠点コーディネーター）

参加
無料

⬆     
セミナー申込はこちらのQRコード又は、参加申込書にてお申込み下さい。

⬆     
セミナー申込はこちらのQRコード又は、参加申込書にてお申込み下さい。
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令和7年10月1日 鳥取県の中小企業景況

製
造
業

し
さ
が
収
益
を
圧
迫
す
る
要
因
と
な
っ
て
い

る
。
総
じ
て
、
８
月
の
部
品
加
工
業
は
、
国

内
需
要
に
一
定
の
底
堅
さ
が
認
め
ら
れ
る
も

の
の
、
輸
出
需
要
の
減
少
や
国
際
的
な
政
策

リ
ス
ク
が
景
況
感
を
押
し
下
げ
て
お
り
、
先

行
き
に
対
し
て
は
一
段
と
慎
重
な
姿
勢
が
強

ま
っ
て
い
る
。

【
鉄
骨
加
工
】

　
手
持
ち
の
工
事
量
、
稼
働
率
に
つ
い
て
は

格
差
が
見
受
け
ら
れ
る
が
信
頼
関
係
を
構
築

し
た
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
タ
―
同
士
の
加
工
協
力

体
制
の
維
持
、
強
化
の
動
き
が
窺
え
る
。
各

社
で
秋
口
以
降
か
ら
年
末
に
か
け
て
受
注
生

産
工
程
の
調
整
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
金
属
熱
処
理
】

　
盆
休
暇
の
影
響
も
あ
り
、
先
月
よ
り
受
注

量
が
減
少
し
た
も
の
の
前
年
同
月
比
で
は
若

干
増
加
と
な
っ
た
。
景
気
は
低
迷
し
た
ま
ま

で
あ
る
が
、
組
合
員
に
よ
っ
て
は
新
規
の
受

注
を
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
つ
つ
あ
る
。

【
電
気
機
械
器
具
】

　
米
国
関
税
の
影
響
に
よ
り
材
料
の
納
期
遅

延
が
発
生
し
て
い
る
う
え
、
材
料
の
不
足
や

生
産
調
整
で
計
画
変
更
が
多
発
し
て
い
る
。

【
卸
売
業
】

　
青
果
関
係
で
は
、
猛
暑
の
影
響
で
取
扱
数

量
が
減
少
し
て
い
る
。
一
方
、
売
上
高
は
単

価
の
上
昇
に
よ
っ
て
増
加
し
て
い
る
。
前
年

同
月
比
で
は
、
猛
暑
の
影
響
で
売
上
高
、
取

扱
数
量
と
も
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。
鮮
魚

関
係
で
は
、
前
月
比
で
は
単
価
の
上
昇
に
よ

り
売
上
は
増
加
し
た
も
の
の
、
取
扱
数
量
は

減
少
し
て
い
る
。
前
年
同
月
比
で
は
猛
暑
の

影
響
に
よ
り
売
上
高
、
取
扱
数
量
と
も
大
き

く
減
少
し
て
い
る
。
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

は
従
前
よ
り
予
測
は
し
て
い
た
も
の
の
、
あ

ら
ゆ
る
諸
経
費
が
高
騰
し
て
お
り
、
経
営
環

境
に
重
く
の
し
か
か
る
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

事
務
機
器
関
係
で
は
、
前
年
度
は
大
型
物
件

も
あ
り
業
績
が
大
幅
に
伸
び
て
い
た
も
の
の
、

今
年
度
は
大
き
な
物
件
が
な
く
売
上
、
粗
利

と
も
に
減
少
と
な
っ
た
。
仕
入
配
送
に
関
わ

る
コ
ス
ト
増
の
影
響
、
配
送
の
減
便
と
そ
れ

に
伴
う
ト
ラ
ッ
ク
の
大
型
化
等
が
見
受
け
ら

れ
る
。
人
材
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
う
え
、
最
低
賃
金
の
上
昇
に
よ
る
人
件
費

上
昇
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
水
産
物
関
連
で

は
、
巻
き
網
は
数
量
と
し
て
は
昨
年
を
上
回

る
水
揚
げ
と
な
っ
た
も
の
の
小
羽
、
小
ウ
ル

メ
、
小
型
ア
ジ
、
ハ
マ
チ
、
ブ
リ
等
が
日
替

わ
り
の
水
揚
げ
と
な
り
、
中
心
と
な
る
魚
種

が
定
ま
ら
ず
全
体
と
し
て
は
低
調
に
推
移
し

た
。
今
月
は
盆
期
間
の
長
期
休
漁
、
ま
た
異

常
な
猛
暑
が
続
き
生
鮮
の
消
費
が
落
ち
込
み
、

水
揚
げ
、
荷
動
き
と
も
に
夏
枯
れ
状
態
に
な

っ
た
。

【
リ
サ
イ
ク
ル
原
料
】

　
取
扱
品
物
の
発
生
数
量
は
若
干
の
減
少
が

見
受
け
ら
れ
る
。
価
格
の
変
動
は
な
い
が
、

今
後
低
下
が
予
想
さ
れ
る
。

【
小
売
業
・
商
店
街
】

　
鳥
取
市
の
商
店
街
で
は
、
８
月
は
前
月
に

引
き
続
き
土
曜
夜
市
の
歩
行
者
天
国
や
、
し

ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
り
の
イ
ベ
ン
ト
で
例
年
よ
り

多
く
の
来
街
が
あ
り
、
商
店
街
全
体
で
売
上

も
増
加
し
た
。
今
後
の
仕
入
れ
価
格
や
最
低

賃
金
の
上
昇
に
よ
り
店
舗
の
経
営
圧
迫
が
懸

念
さ
れ
る
。
鳥
取
市
の
水
産
物
小
売
で
は
、

８
月
は
お
盆
ま
で
は
前
年
並
み
の
入
り
込
み

数
で
推
移
し
た
。
月
の
後
半
に
は
７
月
５
日

の
「
大
災
害
予
言
」
の
影
響
に
よ
り
大
幅
に

減
少
し
て
い
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
ツ
ア
ー
も

再
開
し
た
こ
と
で
増
加
傾
向
と
な
っ
た
。
倉

吉
市
の
商
店
街
で
は
、
酷
暑
が
続
く
８
月
と

な
り
夏
休
み
や
帰
省
客
で
人
流
が
増
え
た
も

の
の
、
外
出
が
控
え
ら
れ
、
例
年
ほ
ど
の
人

通
り
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
お
盆
が
終
わ
り
、

『
遥
か
な
町
へ
』
の
映
画
撮
影
が
ク
ラ
ン
ク

イ
ン
し
旧
市
街
で
撮
影
が
行
わ
れ
た
こ
と
で

街
に
活
気
が
よ
み
が
え
っ
た
。
米
子
市
の
商

店
街
で
は
、
が
い
な
祭
り
当
日
に
は
広
場
に

て「
元
町
エ
ン
タ
メ
ス
ト
リ
ー
ト
」を
開
催
し
、

バ
ン
ド
、
歌
、
お
笑
い
、
楽
器
演
奏
な
ど
多

彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
県
内
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
出
演

し
て
も
ら
い
、
大
変
賑
わ
い
を
み
せ
た
。

【
旅
館
・
観
光
】

　
鳥
取
市
の
鳥
取
砂
丘
で
は
、
８
月
に
入
り

本
格
的
な
夏
休
み
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
、
人
流

は
活
発
に
な
っ
て
き
た
が
、
前
半
は
猛
暑
の

影
響
か
以
前
ほ
ど
の
人
賑
わ
い
は
見
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
。
お
盆
休
み
の
前
半
は
雨
も
あ

っ
た
が
影
響
も
少
な
く
、
後
半
は
天
気
に
恵

ま
れ
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
っ
た
。
米
子
市

の
ホ
テ
ル
・
旅
館
で
は
宿
泊
客
は
前
年
同
月

比
で
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。
夏
休
み
に

入
り
宿
泊
客
は
増
加
し
、
特
に
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
旅
行
客
の
増
加
が
見
受
け
ら
れ
る
。
三

朝
温
泉
で
は
、
台
風
や
大
雨
の
影
響
が
な
く
、

キ
ャ
ン
セ
ル
等
も
発
生
せ
ず
昨
年
比
で
入
込

数
は
増
加
し
た
も
の
の
、
万
博
の
影
響
か
ら

か
単
価
に
つ
い
て
は
昨
年
を
上
回
ら
な
か
っ

た
。
羽
合
温
泉
で
は
、
８
月
の
宿
泊
は
前
月

比
約
45
％
増
加
、
前
年
同
月
比
約
12
％
増
加

と
な
っ
た
。
月
の
前
半
は
高
校
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
の
受
入
、
中
頃
に
は
お
盆
休
み
の
影
響
も

あ
り
、
月
を
通
し
て
宿
泊
客
が
伸
長
し
た
。

【
自
動
車
整
備
業
】

　
８
月
の
新
車
は
普
通
車
・
軽
自
動
車
を
合

わ
せ
て
１
，５
３
６
台
で
前
月
比
は
30
．３
％
、

前
年
同
月
比
は
９
．１
％
で
と
も
に
減
少
と
な

っ
た
。
中
古
車
は
普
通
車
・
軽
自
動
車
を
合

わ
せ
て
５
３
０
台
で
前
月
比
25
．４
％
、
前
年

同
月
比
は
10
．３
％
で
と
も
に
減
少
と
な
っ
た
。

継
続
検
査
は
普
通
車
・
軽
自
動
車
を
合
わ
せ

て
１
２
，１
２
５
台
で
前
月
比
26
．６
％
、前
年

同
月
比
４
．２
％
で
と
も
に
減
少
と
な
っ
た
。

【
建
設
業
】

　
７
月
の
県
内
公
共
工
事
発
注
は
、
請
負
金

額
１
１
８
億
円
、
件
数
１
７
８
件
と
な
っ
た
。

年
度
累
計
は
、
請
負
金
額
４
２
８
億
円
、
件

数
６
８
０
件
。
地
区
別
で
は
、
西
部
、
日
野

地
区
で
増
加
、中
部
地
区
は
前
年
並
み
、東
部
、

八
頭
地
区
で
減
少
と
な
っ
た
。
設
備
投
資
は

単
月
で
前
年
同
月
比
プ
ラ
ス
に
振
れ
る
も
、

３
か
月
平
均
は
マ
イ
ナ
ス
が
続
き
、
住
宅
投

資
、
公
共
投
資
は
単
月
、
年
度
累
計
と
も
に

マ
イ
ナ
ス
。
全
体
と
し
て
は
弱
め
の
動
き
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
住
宅
関
連
工
事
の
不

振
が
危
惧
さ
れ
、
猛
暑
に
か
か
る
生
産
性
の

低
下
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

【
運
輸
業
】

　
８
月
の
物
流
は
、
製
造
業
の
輸
送
が
低
調

な
ま
ま
で
、
猛
暑
な
ど
の
影
響
で
農
産
物
の

出
荷
量
が
少
な
く
、
輸
送
量
と
し
て
は
低
調

で
あ
っ
た
。
売
上
は
お
盆
休
み
が
大
型
連
休

と
な
り
、
売
上
高
は
前
月
比
で
は
減
少
と
な

っ
た
。
燃
料
価
格
に
つ
い
て
は
原
油
価
格
の

上
昇
に
伴
い
さ
ら
に
増
加
し
た
。
引
き
続
き

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
も
深
刻
で
あ
り
人
材
確
保

の
た
め
一
層
の
経
営
努
力
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
。　
　
　
　
　

 （
情
報
連
絡
員　
38
名
）

【
食
料
品
】

　
依
然
と
し
て
鶏
卵
の
高
値
や
電
気
、Ｌ
Ｐ

Ｇ
等
光
熱
費
の
高
止
ま
り
等
に
よ
り
収
益
を

圧
迫
し
て
い
る
。
味
噌
・
醤
油
の
業
界
は
商

品
値
上
げ
の
影
響
も
あ
り
取
扱
数
量
が
減
少

し
た
も
の
の
、
売
上
に
つ
い
て
は
前
年
並
み

で
推
移
し
て
い
る
。

【
繊
維
・
同
製
品
】

　
10
月
か
ら
の
最
低
賃
金
ア
ッ
プ
も
あ
り
労

務
費
の
転
嫁
を
進
め
た
い
が
、
従
前
の
コ
ス

ト
ア
ッ
プ
分
も
転
嫁
は
不
十
分
で
困
難
な
状

況
。

【
家
具
装
備
品
】

　
需
要
低
迷
の
な
か
、
物
価
高
に
伴
う
原
材

料
や
燃
料
費
の
上
昇
に
よ
り
収
益
性
が
低
下
、

加
え
て
建
物
等
設
備
の
老
朽
化
や
後
継
者
不

足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

【
木
材
・
木
製
品
】

　
製
材
用
素
材
の
入
荷
量
は
前
月
比
で
減
少
、

前
年
同
月
比
で
微
減
、
製
材
品
の
生
産
量
は

横
ば
い
、
合
板
の
生
産
量
は
前
月
比
で
微
減

と
な
っ
た
。
製
材
品
の
生
産
量
が
年
々
減
少

し
て
い
る
一
方
、
乾
燥
材
の
割
合
が
近
年
増

加
傾
向
に
あ
る
。
プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
の
稼
働

率
は
前
月
比
70
％
、
前
年
同
月
比
は
１
０
０

％
で
推
移
し
た
。

【
紙
・
加
工
品
】

　
円
安
の
影
響
に
よ
り
原
材
料
等
諸
経
費
の

高
止
ま
り
が
続
い
て
い
る
。

【
印　
刷
】

　
猛
暑
が
続
く
こ
と
で
熱
中
症
対
策
関
連
の

印
刷
依
頼
が
増
加
し
た
。

【
窯
業
・
土
石
製
品
】

　
東
部
地
区
の
８
月
の
出
荷
量
は
、
前
月
比

約
72
％
、
前
年
同
月
比
約
95
％
と
な
り
、
い

ず
れ
も
減
少
と
な
っ
た
。
中
部
地
区
で
は
前

月
比
約
78
％
、
前
年
同
月
比
約
60
％
と
い
ず

れ
も
大
幅
に
減
少
し
た
。
西
部
地
区
で
は
前

月
比
約
77
％
と
減
少
し
た
が
、
前
年
同
月
比

で
は
約
１
０
４
％
と
前
年
並
み
の
水
準
を
維

持
し
た
。

【
金
属
製
品
】

　
８
月
の
部
品
加
工
業
は
、
全
般
的
に
弱
含

み
の
状
態
が
続
い
て
お
り
、
景
況
感
は
縮
小

局
面
に
あ
る
。
コ
ス
ト
面
で
は
、
原
材
料
価

格
の
上
昇
が
継
続
す
る
一
方
、
販
売
価
格
の

上
昇
は
鈍
化
傾
向
に
あ
り
、
価
格
転
嫁
の
難

＊DIとは景気の動きをとらえるための指標。「増加、上昇、好転」の割合から「減少、低下、悪化」の割合を差し引いた値。

　全業種景況DI値は、前月比１０.５ポイント低下のマイナス１０.５、前年同月比２.７ポイント低下のマイナ
ス１５.８となった。製造業では、光熱費、原材料等諸経費の高騰が収益を圧迫しており厳しい状況が続い
ている。一部業種では価格転嫁の対応が見受けられたものの、お盆の影響もあり受注量は減少傾向となっ
た。引き続き米国関税の影響によるさらなるコスト増加が懸念されるなど先行きは不透明なままとなってい
る。非製造業では、お盆休暇や多くのイベント実施により観光関連では人流が増加し賑わいが見られたもの
の、長引く物価高騰による消費者の節約志向は強く、収益状況は悪化傾向が続き、景況も悪化した。県内景
況は、消費減退、農作物の不足・高騰など連日の猛暑による影響が大きく、厳しい状況が続いている。また、
本県の最低賃金が過去最大の引上げ額で改定が決定し、労務費の増加に対応する原資の確保が求めら
れるなど、さらなる経営環境の悪化が懸念される。

最低賃金改定による
経営環境悪化に懸念
連日の猛暑が消費減退、
農作物の不足や高騰などに影響
～景況DI値は、前年同月比２.７ポイント低下のマイナス１５.８～

景気動向（前年同月比全業種DI） 売上高 収益状況 景況

R5/8 R6/8 R7/8

月8
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非
製
造
業

し
さ
が
収
益
を
圧
迫
す
る
要
因
と
な
っ
て
い

る
。
総
じ
て
、
８
月
の
部
品
加
工
業
は
、
国

内
需
要
に
一
定
の
底
堅
さ
が
認
め
ら
れ
る
も

の
の
、
輸
出
需
要
の
減
少
や
国
際
的
な
政
策

リ
ス
ク
が
景
況
感
を
押
し
下
げ
て
お
り
、
先

行
き
に
対
し
て
は
一
段
と
慎
重
な
姿
勢
が
強

ま
っ
て
い
る
。

【
鉄
骨
加
工
】

　
手
持
ち
の
工
事
量
、
稼
働
率
に
つ
い
て
は

格
差
が
見
受
け
ら
れ
る
が
信
頼
関
係
を
構
築

し
た
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
タ
―
同
士
の
加
工
協
力

体
制
の
維
持
、
強
化
の
動
き
が
窺
え
る
。
各

社
で
秋
口
以
降
か
ら
年
末
に
か
け
て
受
注
生

産
工
程
の
調
整
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
金
属
熱
処
理
】

　
盆
休
暇
の
影
響
も
あ
り
、
先
月
よ
り
受
注

量
が
減
少
し
た
も
の
の
前
年
同
月
比
で
は
若

干
増
加
と
な
っ
た
。
景
気
は
低
迷
し
た
ま
ま

で
あ
る
が
、
組
合
員
に
よ
っ
て
は
新
規
の
受

注
を
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
つ
つ
あ
る
。

【
電
気
機
械
器
具
】

　
米
国
関
税
の
影
響
に
よ
り
材
料
の
納
期
遅

延
が
発
生
し
て
い
る
う
え
、
材
料
の
不
足
や

生
産
調
整
で
計
画
変
更
が
多
発
し
て
い
る
。

【
卸
売
業
】

　
青
果
関
係
で
は
、
猛
暑
の
影
響
で
取
扱
数

量
が
減
少
し
て
い
る
。
一
方
、
売
上
高
は
単

価
の
上
昇
に
よ
っ
て
増
加
し
て
い
る
。
前
年

同
月
比
で
は
、
猛
暑
の
影
響
で
売
上
高
、
取

扱
数
量
と
も
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。
鮮
魚

関
係
で
は
、
前
月
比
で
は
単
価
の
上
昇
に
よ

り
売
上
は
増
加
し
た
も
の
の
、
取
扱
数
量
は

減
少
し
て
い
る
。
前
年
同
月
比
で
は
猛
暑
の

影
響
に
よ
り
売
上
高
、
取
扱
数
量
と
も
大
き

く
減
少
し
て
い
る
。
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

は
従
前
よ
り
予
測
は
し
て
い
た
も
の
の
、
あ

ら
ゆ
る
諸
経
費
が
高
騰
し
て
お
り
、
経
営
環

境
に
重
く
の
し
か
か
る
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

事
務
機
器
関
係
で
は
、
前
年
度
は
大
型
物
件

も
あ
り
業
績
が
大
幅
に
伸
び
て
い
た
も
の
の
、

今
年
度
は
大
き
な
物
件
が
な
く
売
上
、
粗
利

と
も
に
減
少
と
な
っ
た
。
仕
入
配
送
に
関
わ

る
コ
ス
ト
増
の
影
響
、
配
送
の
減
便
と
そ
れ

に
伴
う
ト
ラ
ッ
ク
の
大
型
化
等
が
見
受
け
ら

れ
る
。
人
材
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
う
え
、
最
低
賃
金
の
上
昇
に
よ
る
人
件
費

上
昇
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
水
産
物
関
連
で

は
、
巻
き
網
は
数
量
と
し
て
は
昨
年
を
上
回

る
水
揚
げ
と
な
っ
た
も
の
の
小
羽
、
小
ウ
ル

メ
、
小
型
ア
ジ
、
ハ
マ
チ
、
ブ
リ
等
が
日
替

わ
り
の
水
揚
げ
と
な
り
、
中
心
と
な
る
魚
種

が
定
ま
ら
ず
全
体
と
し
て
は
低
調
に
推
移
し

た
。
今
月
は
盆
期
間
の
長
期
休
漁
、
ま
た
異

常
な
猛
暑
が
続
き
生
鮮
の
消
費
が
落
ち
込
み
、

水
揚
げ
、
荷
動
き
と
も
に
夏
枯
れ
状
態
に
な

っ
た
。

【
リ
サ
イ
ク
ル
原
料
】

　
取
扱
品
物
の
発
生
数
量
は
若
干
の
減
少
が

見
受
け
ら
れ
る
。
価
格
の
変
動
は
な
い
が
、

今
後
低
下
が
予
想
さ
れ
る
。

【
小
売
業
・
商
店
街
】

　
鳥
取
市
の
商
店
街
で
は
、
８
月
は
前
月
に

引
き
続
き
土
曜
夜
市
の
歩
行
者
天
国
や
、
し

ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
り
の
イ
ベ
ン
ト
で
例
年
よ
り

多
く
の
来
街
が
あ
り
、
商
店
街
全
体
で
売
上

も
増
加
し
た
。
今
後
の
仕
入
れ
価
格
や
最
低

賃
金
の
上
昇
に
よ
り
店
舗
の
経
営
圧
迫
が
懸

念
さ
れ
る
。
鳥
取
市
の
水
産
物
小
売
で
は
、

８
月
は
お
盆
ま
で
は
前
年
並
み
の
入
り
込
み

数
で
推
移
し
た
。
月
の
後
半
に
は
７
月
５
日

の
「
大
災
害
予
言
」
の
影
響
に
よ
り
大
幅
に

減
少
し
て
い
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
ツ
ア
ー
も

再
開
し
た
こ
と
で
増
加
傾
向
と
な
っ
た
。
倉

吉
市
の
商
店
街
で
は
、
酷
暑
が
続
く
８
月
と

な
り
夏
休
み
や
帰
省
客
で
人
流
が
増
え
た
も

の
の
、
外
出
が
控
え
ら
れ
、
例
年
ほ
ど
の
人

通
り
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
お
盆
が
終
わ
り
、

『
遥
か
な
町
へ
』
の
映
画
撮
影
が
ク
ラ
ン
ク

イ
ン
し
旧
市
街
で
撮
影
が
行
わ
れ
た
こ
と
で

街
に
活
気
が
よ
み
が
え
っ
た
。
米
子
市
の
商

店
街
で
は
、
が
い
な
祭
り
当
日
に
は
広
場
に

て「
元
町
エ
ン
タ
メ
ス
ト
リ
ー
ト
」を
開
催
し
、

バ
ン
ド
、
歌
、
お
笑
い
、
楽
器
演
奏
な
ど
多

彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
県
内
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
出
演

し
て
も
ら
い
、
大
変
賑
わ
い
を
み
せ
た
。

【
旅
館
・
観
光
】

　
鳥
取
市
の
鳥
取
砂
丘
で
は
、
８
月
に
入
り

本
格
的
な
夏
休
み
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
、
人
流

は
活
発
に
な
っ
て
き
た
が
、
前
半
は
猛
暑
の

影
響
か
以
前
ほ
ど
の
人
賑
わ
い
は
見
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
。
お
盆
休
み
の
前
半
は
雨
も
あ

っ
た
が
影
響
も
少
な
く
、
後
半
は
天
気
に
恵

ま
れ
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
っ
た
。
米
子
市

の
ホ
テ
ル
・
旅
館
で
は
宿
泊
客
は
前
年
同
月

比
で
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。
夏
休
み
に

入
り
宿
泊
客
は
増
加
し
、
特
に
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
旅
行
客
の
増
加
が
見
受
け
ら
れ
る
。
三

朝
温
泉
で
は
、
台
風
や
大
雨
の
影
響
が
な
く
、

キ
ャ
ン
セ
ル
等
も
発
生
せ
ず
昨
年
比
で
入
込

数
は
増
加
し
た
も
の
の
、
万
博
の
影
響
か
ら

か
単
価
に
つ
い
て
は
昨
年
を
上
回
ら
な
か
っ

た
。
羽
合
温
泉
で
は
、
８
月
の
宿
泊
は
前
月

比
約
45
％
増
加
、
前
年
同
月
比
約
12
％
増
加

と
な
っ
た
。
月
の
前
半
は
高
校
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
の
受
入
、
中
頃
に
は
お
盆
休
み
の
影
響
も

あ
り
、
月
を
通
し
て
宿
泊
客
が
伸
長
し
た
。

【
自
動
車
整
備
業
】

　
８
月
の
新
車
は
普
通
車
・
軽
自
動
車
を
合

わ
せ
て
１
，５
３
６
台
で
前
月
比
は
30
．３
％
、

前
年
同
月
比
は
９
．１
％
で
と
も
に
減
少
と
な

っ
た
。
中
古
車
は
普
通
車
・
軽
自
動
車
を
合

わ
せ
て
５
３
０
台
で
前
月
比
25
．４
％
、
前
年

同
月
比
は
10
．３
％
で
と
も
に
減
少
と
な
っ
た
。

継
続
検
査
は
普
通
車
・
軽
自
動
車
を
合
わ
せ

て
１
２
，１
２
５
台
で
前
月
比
26
．６
％
、前
年

同
月
比
４
．２
％
で
と
も
に
減
少
と
な
っ
た
。

【
建
設
業
】

　
７
月
の
県
内
公
共
工
事
発
注
は
、
請
負
金

額
１
１
８
億
円
、
件
数
１
７
８
件
と
な
っ
た
。

年
度
累
計
は
、
請
負
金
額
４
２
８
億
円
、
件

数
６
８
０
件
。
地
区
別
で
は
、
西
部
、
日
野

地
区
で
増
加
、中
部
地
区
は
前
年
並
み
、東
部
、

八
頭
地
区
で
減
少
と
な
っ
た
。
設
備
投
資
は

単
月
で
前
年
同
月
比
プ
ラ
ス
に
振
れ
る
も
、

３
か
月
平
均
は
マ
イ
ナ
ス
が
続
き
、
住
宅
投

資
、
公
共
投
資
は
単
月
、
年
度
累
計
と
も
に

マ
イ
ナ
ス
。
全
体
と
し
て
は
弱
め
の
動
き
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
住
宅
関
連
工
事
の
不

振
が
危
惧
さ
れ
、
猛
暑
に
か
か
る
生
産
性
の

低
下
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

【
運
輸
業
】

　
８
月
の
物
流
は
、
製
造
業
の
輸
送
が
低
調

な
ま
ま
で
、
猛
暑
な
ど
の
影
響
で
農
産
物
の

出
荷
量
が
少
な
く
、
輸
送
量
と
し
て
は
低
調

で
あ
っ
た
。
売
上
は
お
盆
休
み
が
大
型
連
休

と
な
り
、
売
上
高
は
前
月
比
で
は
減
少
と
な

っ
た
。
燃
料
価
格
に
つ
い
て
は
原
油
価
格
の

上
昇
に
伴
い
さ
ら
に
増
加
し
た
。
引
き
続
き

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
も
深
刻
で
あ
り
人
材
確
保

の
た
め
一
層
の
経
営
努
力
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
。　
　
　
　
　

 （
情
報
連
絡
員　
38
名
）

【
食
料
品
】

　
依
然
と
し
て
鶏
卵
の
高
値
や
電
気
、Ｌ
Ｐ

Ｇ
等
光
熱
費
の
高
止
ま
り
等
に
よ
り
収
益
を

圧
迫
し
て
い
る
。
味
噌
・
醤
油
の
業
界
は
商

品
値
上
げ
の
影
響
も
あ
り
取
扱
数
量
が
減
少

し
た
も
の
の
、
売
上
に
つ
い
て
は
前
年
並
み

で
推
移
し
て
い
る
。

【
繊
維
・
同
製
品
】

　
10
月
か
ら
の
最
低
賃
金
ア
ッ
プ
も
あ
り
労

務
費
の
転
嫁
を
進
め
た
い
が
、
従
前
の
コ
ス

ト
ア
ッ
プ
分
も
転
嫁
は
不
十
分
で
困
難
な
状

況
。

【
家
具
装
備
品
】

　
需
要
低
迷
の
な
か
、
物
価
高
に
伴
う
原
材

料
や
燃
料
費
の
上
昇
に
よ
り
収
益
性
が
低
下
、

加
え
て
建
物
等
設
備
の
老
朽
化
や
後
継
者
不

足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

【
木
材
・
木
製
品
】

　
製
材
用
素
材
の
入
荷
量
は
前
月
比
で
減
少
、

前
年
同
月
比
で
微
減
、
製
材
品
の
生
産
量
は

横
ば
い
、
合
板
の
生
産
量
は
前
月
比
で
微
減

と
な
っ
た
。
製
材
品
の
生
産
量
が
年
々
減
少

し
て
い
る
一
方
、
乾
燥
材
の
割
合
が
近
年
増

加
傾
向
に
あ
る
。
プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
の
稼
働

率
は
前
月
比
70
％
、
前
年
同
月
比
は
１
０
０

％
で
推
移
し
た
。

【
紙
・
加
工
品
】

　
円
安
の
影
響
に
よ
り
原
材
料
等
諸
経
費
の

高
止
ま
り
が
続
い
て
い
る
。

【
印　
刷
】

　
猛
暑
が
続
く
こ
と
で
熱
中
症
対
策
関
連
の

印
刷
依
頼
が
増
加
し
た
。

【
窯
業
・
土
石
製
品
】

　
東
部
地
区
の
８
月
の
出
荷
量
は
、
前
月
比

約
72
％
、
前
年
同
月
比
約
95
％
と
な
り
、
い

ず
れ
も
減
少
と
な
っ
た
。
中
部
地
区
で
は
前

月
比
約
78
％
、
前
年
同
月
比
約
60
％
と
い
ず

れ
も
大
幅
に
減
少
し
た
。
西
部
地
区
で
は
前

月
比
約
77
％
と
減
少
し
た
が
、
前
年
同
月
比

で
は
約
１
０
４
％
と
前
年
並
み
の
水
準
を
維

持
し
た
。

【
金
属
製
品
】

　
８
月
の
部
品
加
工
業
は
、
全
般
的
に
弱
含

み
の
状
態
が
続
い
て
お
り
、
景
況
感
は
縮
小

局
面
に
あ
る
。
コ
ス
ト
面
で
は
、
原
材
料
価

格
の
上
昇
が
継
続
す
る
一
方
、
販
売
価
格
の

上
昇
は
鈍
化
傾
向
に
あ
り
、
価
格
転
嫁
の
難
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受 験 申 込
令和7年度中小企業組合
検定試験受験申込サイトから

お申込みください。

検定試験を受けて組合士になろう
!!

チャレンジ！

12

令和7年10月1日

鳥取県最低賃金が改正されました
鳥取県最低賃金額

※令和７年１０月３日までは現行最低賃金の９５７円が適用されます。

詳しくは、鳥取労働局労働基準部賃金室（0857-29-1705）または各労働基準監督署にお問い合わせください。

時間額 1,030円
発効年月日

令和7年１０月4日

1.「鳥取県最低賃金」は、年齢に関係なく、パートや学生アルバイトなどを含め、鳥取県
内の事業場で働くすべての労働者に適用されます。
2.最低賃金額には、次の賃金は含まれません。
　　❶ 精皆勤手当、通勤手当、家族手当
　　❷ 臨時に支払われる賃金
　　❸ １か月を超える期間ごとに支払われる賃金
　　❹ 時間外労働、休日労働及び深夜労働の割増賃金
※派遣就労中の労働者については、派遣先事業所に適用される最低賃金が適用されます。

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

受 験 料 7,700円（税込）
※一部科目免除者については、6,600円（二科目受験）、
　5,500円（一科目受験）。

試 験 日 令和7年12月7日（日）
試験科目 組合会計 ・ 組合制度 ・ 組合運営

試験会場 札幌・青森・仙台・秋田・郡山・水戸・さいたま・東京・
長野・静岡・名古屋・金沢・京都・松江・広島・山口・
高松・福岡・大分・宮崎・浦添

申込受付期間 令和7年9月1日（月）～ 10月21日（火）
※お申込方法は、令和7年度中小企業組合検定試験受験申込
　サイトからお申込みください。

お問い合わせ先 詳細は、鳥取県中小企業団体中央会または全国中小
企業団体中央会（TEL03-3523-4905）までお問い
合わせ下さい。

令和7年度「中小企業組合検定試験」受験申込のご案内

　中小企業組合検定試験とは、中小企業組合
（事業協同組合、企業組合、商工組合やこれら
の組合の連合会）の事務局で働いている役職
員の方が職務を遂行する上で必要な知識に関
する試験を行うもので、試験合格者の中から
一定の実務経験を持つ方に、中小企業組合士
の称号が与えられます。
※本検定試験は、全国中小企業団体中央会が主催し、
中小企業庁の後援、都道府県中小企業団体中央会
の協力で実施しています。



月会費

● 福利厚生のアウトソーシングで経費の軽減につながります。
● 福利厚生の充実で、事業所のイメージがアップし、優秀な
　 人材確保に役立ちます。

入ってうれしい!
充実のサポートいっぱい!!
健康サポート、慶弔給付金、旅行の補助、チケットの割引、スポーツ大会、
各種教室、加盟店での会員割引など、様々な特典で勤労者をサポート!

え!

あなたの会社も充実した
福利厚生を実現しませんか

全福センター
加　盟 検索ジョイサポートよなご

〒683-0052  鳥取県米子市博労町4丁目169番地1
一般財団法人米子市勤労者福祉サービスセンター

TEL.（0859）38-1122

各種教室・スポーツ大会・
イベントの開催

割引提携施設の利用
（レジャー・宿泊・
温泉施設など）

各種健康診断
5,000円上限に助成
人間ドック（5年に1回）

10,000円

永年勤続（5年に1度）
5,000円～10,000円

祝い金・見舞金等の支給
5,000円～250,000円

インフルエンザ予防接種
500円～1,000円助成

郵送検診の割引 資格取得時費用助成
3,000円

ジョイサポートよなごNEWS 
掲載ツアー　

1,000円～5,000円助成

各種チケットの割引斡旋

旅行補助

※指定エージェント利用に限ります。
年度内限度6,000円

1泊2日以上 3,000円
熟年夫婦 3,000円
米子空港国際定期便利用 3,000円

詳しくは
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経営改善計画策定支援事業
 （通称：４０５事業）

こんな方におすすめ

支援を受けた専門家への支払費用に対する補助

フォローアップ

早期経営改善計画策定支援事業 
（通称：バリューアップ事業）

借入金の返済が

きつくなってきた。

返済条件の変更

をお願いしたい。

☆ ここのところ、資金繰りが不安定だ。
☆ 新型コロナで影響を受けた経営を立て直したい。
☆ 自社の状況を客観的に把握したい。
☆ 専門家から経営のアドバイスが欲しい。・・・等
※金融支援を必要としません。

総額の2/3（上限25万円）までを補助

計画策定から1年後にフォローアップ

☆ 必要な売上や利益を確保できる経営管理を。
☆ ガバナンス体制を整備したい。
☆ 黒字体質の企業に転換させたい。
☆ 業績悪化の根本的な原因を把握したい。・・・等
※条件変更等の金融支援が必要です。

総額の2/3（上限300万円）までを補助

計画策定完了から3年間のフォローアップ

経営改善への取組みを始めて見ませんか！

鳥取県中小企業活性化協議会（経営改善支援センター）
TEL 0857-33-0197　E-mail : kaizen@toriton.go.jp
〒689-1112 鳥取市若葉台南7丁目5番1号　公益財団法人鳥取県産業振興機構内

担当：田井、上前ご相談・
お問い合わせ
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【お問い合わせ先】
鳥取労働局 職業対策課
TEL:0857-29-1708
鳥取労働局のＨＰにも掲載していますので、ご覧ください。

中小企業以外中小企業区　分

助成率
出向元

助成額

上限額

２／３ １／２

社員の人材育成を考えている皆様へ
在籍型出向による社員のスキルアップにチャレンジしてみませんか？

※１　出向中の労働者の賃金 ≧ 出向前の労働者の賃金
※２　雇用保険の基本手当日額の最高額(令和７年８月１日時点)　毎年８月に改正

（注）助成金対象外業務
（労働者派遣事業における適用除外業務）
　・港湾運送業務　・建設業務　・警備業務　・病院等における医療関係の業務

出向元企業と出向先企業との間で出向契約を行い、労働者は出向元企業と雇用契約を結んだまま、出向先企業と新たに雇用
契約を結び、出向先企業に一定期間継続して勤務する。　⇒出向期間終了後は出向元企業に復帰する。

◆在籍型出向とは

◆多目的ホール  主催／鳥取県
●世界初の人を乗せる巨大４足歩行ロボットやヒューマノイドロボット
などの先端テクノロジーの体験
●県内企業出展・商談会コーナー
●大阪・関西万博で大盛況だった県内企業による催事イベントを再び!
　「とっとりのひみつ」実演（３日）
◆小ホール  主催／鳥取県、（一財）自治総合センター
●とっとり産業未来シンポジウム（４日）
　基調講演　田村 淳　「即動力」 12：00～13：00
　パネルディスカッション 14：00～15：00
◆国際会議室  主催／鳥取県
●とっとり経営会議×今から備える事業承継最前線（４日）

労働者のスキルアップを目的とする在籍型出向を実施した出向元企業が負担する出向中の賃金の一部を助成

◆在籍型出向を検討するポイント

◆産業雇用安定助成金（スキルアップ支援コース）とは

◆◇産業雇用安定助成金（スキルアップ支援コース）で出向中の賃金の一部を助成します◆◇

令和７年度『とっとり産業未来フェス』
                                     を開催します！

＼その他見どころ／

さまざまな分野の企業が一堂に集まる総合展示会

以下のいずれか低い額に助成率をかけた額（最長１年まで）
イ　出向労働者の出向中の賃金（※１）のうち出向元が負担する額
ロ　出向労働者の出向前の賃金の１／２の額

８，８７０円（※２）／１人1日あたり
（１事業所1年度あたり１，０００万円まで）

・労働者のスキルアップを目的として行われる出向
・出向開始６か月前から事業主都合で解雇していない

出向先 ・出向の受け入れに際して、事業主都合により離職させていない
・雇用量が一定以上減少していない

労働者 ・出向復帰後６か月間の各月の賃金を５％以上上昇させる
・常用労働者で雇用保険に６か月以上加入している

出向期間 ・出向期間は１か月以上２年以内・出向期間終了後に出向元企業に復帰することが前提

＜助成内容＞　（企業グループ内出向は対象外） ＜主な助成要件＞ （※部分出向も対象：（例）月の半分以上出向先で勤務する場合）

新たな事業展開、業務の効率化の観点から （A）新市場進出、ＩＴ化、ＤＸの推進により業務効率化に取り組む

◆在籍型出向によるスキルアップのメリット
自社にない新たな専門知識やスキルが実践により習得できる!

◆実践例 （A）
外注していた測量設計業務（３Ｄ測量等）のスキルの習得

建設業者 測量設計業者

他社を経験することにより広い視野での判断力等が習得できる！

（B）管理職やプロジェクトリーダー等を養成する社員個人のスキルアップの観点から

（B）
食品安全システムの導入に向けた幹部候補社員の育成

食品製造業者 食品製造業者

【お問い合わせ先】
県庁商工労働部産業未来創造課
TEL:0857-26-7244

【３日】 音楽フェス
 （エイハブ、YUTORI-SEDAI他）

【両日】 鳥取県EV実験車両体験会
 キッチンカーマルシェ 等

特設サイトはこちら！
https://tottori-mirai.jp/

日時 令和7年11月3日（月・祝）、4日（火）
　　　　　　　　　 10：00～17：00

場所 米子コンベンションセンター
　　　　　　　　　　　　（米子市末広町２９４）

開催内容 詳細については特設サイトで随時公開します

参加
無料
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要請活動の様子

　

鳥
取
県
の
障
が
い
者
雇
用
は
、
多
く
の
企
業
の
皆

様
の
ご
理
解
の
も
と
、
令
和
６
年
６
月
１
日
時
点
の

障
が
い
者
雇
用
は
、
雇
用
率
が
過
去
最
高
の
２
．５
６

％
で
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
り
、
障
害
者
法
定
雇

用
率
を
達
成
し
た
企
業
の
割
合
も
61
．１
％
で
全
国

平
均
を
大
き
く
上
回
る
な
ど
着
実
に
進
展
を
見
せ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

令
和
８
年
７
月
に
は
障
害
者
法
定
雇
用
率
が
２
．７

％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
障
が
い
者
の
雇
用
義
務
の
対

象
企
業
が
従
業
員
規
模
40
．０
人
以
上
か
ら
37
．５
人

以
上
に
な
る
な
ど
障
が
い
者
雇
用
及
び
職
場
定
着
の

推
進
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
９
月
２
日
、
山
下
鳥
取
労
働
局

長
を
は
じ
め
、
足
羽
県
教
育
委
員
会
教
育
長
、
藤
田

県
雇
用
人
材
局
長
が
来
会
さ
れ
、
本
会
に
対
し
て
障

が
い
者
雇
用
の
推
進
と
職
場
定
着
支
援
に
つ
い
て
の

協
力
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
員
事
業
者
様

に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
障
が
い
者
雇

用
の
促
進
と
職
場

定
着
に
向
け
た
環

境
づ
く
り
に
つ
い

て
、
よ
り
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

障
が
い
者
雇
用
推
進
要
請

②
③
④

Q 1
Q 2
Q 3

④
①

Q 4
Q 5

中小企業組合検定試験（Ｐ8）の解答

　
朝
夕
の
空
気
が
ぐ
っ
と
冷
た
く
な
り
、季
節

が
す
っ
か
り
秋
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

ふ
と
窓
を
開
け
た
時
の
風
や
、夜
に
聞
こ
え
て

く
る
虫
の
音
に
、夏
の
名
残
と
秋
の
気
配
が
入

り
混
じ
っ
て
い
る
よ
う
で
、ち
ょっ
と
不
思
議
な

感
じ
が
し
ま
す
。

　
先
月
東
京
で
開
催
さ
れ
た
世
界
陸
上
で
は
、

連
日
テ
レ
ビ
に
釘
付
け
に
な
っ
た
方
も
多
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
た
ち
が
全
力
で
駆
け
抜
け
る
姿
に
、勇
気
や

感
動
を
も
ら
い
、ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
力
を
改
め

て
感
じ
る
時
間
で
し
た
。

　
そ
し
て
、気
が
つ
け
ば
も
う
10
月
。こ
れ
か

ら
は「
読
書
の
秋
」「
芸
術
の
秋
」「
食
欲
の
秋
」

と
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、皆
さ
ん
は
ど
ん
な

秋
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま
す
か
？
私
は
毎

年「
今
年
こ
そ
読
書
の
秋
に
」と
思
う
の
で
す

が
、結
局
は
お
い
し
い
も
の
に
心
を
奪
わ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

（
ナ
ゴ
シ
）

編
集
後
記

　

国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
に
選
定
さ
れ
た
玉
川
周
辺
の
白
壁
土

蔵
群
。
江
戸
後
期
か
ら
昭
和
初
期
の
建

物
が
多
く
、
そ
の
町
並
み
の
景
観
は
本

町
通
り
の
商
家
を
主
体
と
す
る
景
観
と
、

玉
川
沿
い
の
土
蔵
を
主
体
と
す
る
景
観

と
大
き
く
２
つ
に
分
か
れ
ま
す
。
そ
の

町
並
み
か
ら
山
陰
の
「
小
京
都
」
と
も

呼
ば
れ
、
周
辺
に
は
酒
蔵
や
醤
油
蔵
が

多
く
、
今
も
町
屋
や
蔵
を
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
し
た
風
情
あ
ふ
れ
る
シ
ョ
ッ
プ
や

カ
フ
ェ
、
体
験
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
が
並
び
、

最
近
で
は
映
画
の
ロ
ケ
地
と
し
て
も
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
倉
吉
白
壁
土
蔵
群
」      〈
倉
吉
市
〉

今
月
の
表
紙

日 曜日 行事内容 ・ 時間 ・ 場所

 7 火 事業承継円滑化支援事業・事業承継セミナー 
１４：００ ホテルモナーク鳥取

 4 土 中央会創立70周年記念ゴルフコンペ 7：44 
 旭国際浜村温泉ゴルフ倶楽部

 15 水

特定地域づくり事業協同組合全国フォーラムin島根 
１４：００ ホテル一畑

西部青年中央会１０月例会 １９：００ 米子市文化ホール

 16 木
連携組織等ＤＸ対応支援事業・専門家派遣
（対象：鳥取県インテリア事業(協)） １３：３０
 倉吉シティホテル

 18 土 東部青年中央会10月例会 15：００
 船岡トレーニングセンター

 20 月 中部青年中央会10月例会 19：00 倉吉体育文化会館

 22 水 連携組織付加価値向上事業（対象：鳥取県石油（協）） 
１３：００ 倉吉未来中心

 28 火 制度改正等の課題解決環境整備事業（対象：新鳥取
駅前地区商店街（振）） １４：００ 組合事務所

 29 水 経営改善支援事業・経営改善セミナー １３：３０
 ANAクラウンプラザホテル米子

 30 木 経営改善支援事業・経営改善セミナー １３：３０
 ホテルニューオータニ鳥取 7日（火）  14日（火）  21日（火）  28日（火）

10月の倉吉出張所相談日のお知らせ

中央会・組合の 行事予定月10
1 記念講演会
【日 時】 令和７年１１月５日（水）

１４：００～１５：００
【場 所】 ホテルニューオータニ鳥取（鳳凰の間）

2 記念式典（表彰式・祝賀会）
【日 時】 令和７年１１月５日（水）

１５：2０～１８：３０
表彰式　１５：2０～１６：2０（鳳凰の間）
祝賀会　１６：4０～１８：３０（鶴の間）

【場 所】 ホテルニューオータニ鳥取

中央会創立70周年事業

中央会の動き



再生紙を使用しています

中央会は組合づくりの
パートナー

事業協同組合
　中小企業がお互いに協力し、助け合う精神（相互扶
助の精神）に基づいて共同で事業を行い、経営の近代
化・合理化と経済的地位の向上・改善を図るための組
合です。

（1）取引条件の改善、販売促進、資金調達の円滑化、情報・技術・人材・マーケティング等の経営
ノウハウの充実、生産性の向上等により経営の近代化・合理化を図ることができる

（2）業界のルールの確立、秩序の維持ができ、メンバー企業の経営の安定と業界全体の改善発
達を図ることができる

（3）中小企業者の個々の意見や要望事項を組合でまとめることにより国の施策に反映させること
ができるとともに、組合を通じて、多くの中小企業施策を利用することができる

企業組合
　個人事業者や勤労者等が集まり、個々の資本と労
働を組合に集中して、組合の事業に従事し、組合自体
が一つの企業体となって事業活動を行う組合です。

協業組合
　組合員になろうとする中小企業者が、従来から営ん
でいた事業を統合し、事業規模の適正化、設備や経営
の近代化及び合理化を図り、生産・販売機能の向上を
図ろうとする組合です。

商工組合
　業界全体の改善と発展を図ることを目的とする同
業者組合です。

組合の設立・グループ創業についてのご相談は本会まで

組合をつくる効果

　特定地域づくり事業協同組合制度とは、人口急減地域において、中小企業等協同組合法に基づ
く事業協同組合が、特定地域づくり事業を行う場合について、都道府県知事が一定の要件を満た
すものとして認定したときは、労働者派遣事業（無期雇用職員に限る。）を許可ではなく届出で実
施することを可能とするとともに、組合運営費について財政支援を受けることができるものです。

特定地域づくり事業協同組合制度

中小企業組合の主な種類

共同事業を通じて、コスト削減や
取引条件が改善される

中央会支援事業（補助金）や国、県等の
補助金が受けられる

組合設立のメリット

中央会を通じて、中小企業施策等
タイムリーな情報が得られる 組合を通じて、国、県に要望等行うことができる

行政庁（鳥取県知事）認可法人として
信用力のある法人となる

設立手続きから設立後も中央会の
サポートが受けられる

発
行
人
　
鳥
取
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　
　
　
　
〒
680‐

0845 鳥
取
市
富
安
１
丁
目９６

　
　
　
　
T
EL（
０８５７

）２６‐６６７１（
代
）・
FA
X（
０８５７

）２７‐１９２２

倉
吉
出
張
所
 〒
682‐
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吉
市
明
治
町（
倉
吉
商
工
会
議
所
内
）

 
T
EL・
FA
X（
０８５８

）２２‐１７０６
米
子
支
所
 〒
683‐

0823 米
子
市
加
茂
町（
米
子
商
工
会
議
所
５
階
）

 
T
EL （０８５９

）３４‐２１０５・
FA
X（
０８５９

）３４‐６４４１

毎
月
１
回
１
日
発
行
　
中
央
印
刷
株
式
会
社
　
印
行

購
読
料
　
1部
　
７０
円
　
T
EL（
０８５７

）５３‐２２２１
（
会
員
の
購
読
料
は
会
費
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
）

U
R
L 

https://w
w
w
.chuokai-tottori.or.jp

E
-m
ail honbu@

chuokai-tottori.or.jp
中
小
企
業
と
っ
と
り
　
令
和
7
年
1
0
月
1
日

16


